








要杓:

  一般の妊産褥婦を対象とした精神面支援のプロトコールを策定し、本法の介入効果を

STAI を用いて評価した。対象は、平成 7 年 1O 月から平成 8 年 1 月にいたる期間に、九州

大学医学部附属病院周産母子センタ-で外来管理を受けた妊婦 45 例である。妊娠中の精神

不安を評価する目的で、インフォームド・コンセントを得た後、STAI(State-Trait Anxiety

Inventory)質問紙により回答を得た。対象例のなかで、個別精神面支援を希望した症例に

関しては、支援前後での状態不安を比較検討した。その結果、個別精神面支援例 8名の状

態不安尺度は、支援前が 43.8±7.3、支援後か 40.0±7.6 であり、特性不安尺度は、支援

前が 39.8±5.9、支援後か 38.3±7.8 であった。一方、個別支援を希望しなかった 37 名

の妊婦の状態不安尺度および特性不安尺度は各々、35.1±2.3 および 36.3±4.5 であった。

個別支援症例を希望した妊婦群は、希望しなかった群に比べて状態不安尺度か有意に高値

であった(p＜0.05)。また、個別支援症例の状態不安尺度は、支援後は支援前に比べて有

意に STAI か低値であった(pく 0.05)。以上の成績から、医療従事者側からの支援提案は、

精神面支援からみたハイリスク群の抽出に有意義であること、また、個別精神面支援は、

患者の状態不安の軽減に有効であることか示唆された。


